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第３章 全体構想 

 
  

本計画の上位計画である第 6次草津市総合計画においては、本市の将来に描くまちの姿を 

「ひと・まち・ときをつなぐ 絆をつむぐ ふるさと 健幸創造都市 草津」と示しています。 

この将来に描くまちの姿をもとに、第 2 章で示した都市づくりで重視すべき課題を踏まえ、本計画

が目指すべき都市づくりの理念を次のとおりとします。 

 

  

  

 ３－１ 都市づくりの理念 

〈都市づくりの理念〉 

とともに育み へつなぐ 

◇将来に来たる人口減少局面においても、市民の生活利便性が確保された「コンパクト・プ

ラス・ネットワーク」の都市構造の中で、ICT が活用され、誰もが心豊かな生活を送ること

を通じて、健やかで幸せを感じられる“健幸”な都市となります。 

◇次世代を担う子ども達や市外から新たに迎え入れる市民も、長い歴史の中で培ってきた

草津に誇りと愛着を持てるよう、これまで地域を支えてきた市民とともに育まれ、次世代

へつながれます。 
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都市づくりで重視すべき課題や、都市づくりの理念を踏まえ、本計画では 5 つの都市づくりの目標

を掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ３－２ 都市づくりの目標 

目標１ 活力があふれる都市づくり 

JR 草津駅および JR南草津駅を中心とした都市機能の集積や郊外部における地域コミュニ

ティの維持、また、市街地と郊外部を相互に移動しやすい環境を整備するとともに、交通利便

性等を生かした計画的な土地利用の推進により、住宅や農・商・工の産業が調和し、活力があ

ふれる都市づくりを目指します。 

目標２ 住み続けたいと思える都市づくり 

人口減少や少子高齢化を見据えた快適な住環境を整備するととともに、職住近接のニーズ

や働き方の多様化にも対応し、居住地としての魅力をさらに高め、市街地・郊外部ともに住み続

けたいと思える都市づくりを目指します。 

目標３ 多彩な交流と滞在が生まれる都市づくり 

琵琶湖岸等の豊かな自然環境や草津宿本陣に代表される歴史資源を保全するとともに活

用することで、本市特有の魅力を活用した賑わいのある空間形成を市内に展開し、多彩な交流

と滞在が生まれる都市づくりを目指します。 

目標４ 安全・安心を実感して暮らせる都市づくり 

近年激甚化・頻発化している自然災害を想定した対策の推進による都市の強靭化や、生活

の安全性向上に向けた環境の改善により、安全・安心を実感して暮らせる都市づくりを目指しま

す。 

民間活力を取り入れながら、継続的な人口増加を背景に蓄積した都市基盤の有効活用を

図るとともに、地域課題に対応する多様な取組を、協働により促進し、地域が主役となれる都市

づくりを目指します。 

目標５ 地域が主役となれる都市づくり 


